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堀雅明さん
(耳鼻咽誤科専門園

今月のテーマ陰

参出性中耳炎
急性中耳炎のよう毎痛みや発熱を伴わなし疹出性中耳
炎｡まだうまくことばで表現できない乳幼児の場合周
囲の大人がなかな力気づけないこと力もどんなことに気
をつければ？耳鼻科医の堀雅明さんに聞きました。

ほり．まさあきほりクリニック院長○シュタイ
ナーのアントロボゾフィー医学露定医○漢毒
食養生､アントロポゾフィー医薬品、カウンセ
リングなどの治悪を取り入れ､チームアプローチ

を行うchttp://WⅧAILhoricliniC.org/

イラストレーション＊佐々太一違

こん啓曾湾ン力蟻っ 脚哩‘鶏識tl礎

W｡聞き返すことが多い

、｡声をかけたときの反応力蝋い
W･ﾎｰｯとしているように見える
f･テレビの音量が大きくなった
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『 リ ィ急性中耳炎と違って発熱や篇みなどの目立った所見がないの
が特徴です｡急性中耳炎の治癒過程で発生することが多いの
で､自己判断で通院を中断しないことが大事｡また､副騨睦炎
力塩引いているときには疑ってみる必要狐とくに乳児期では
顕微鏡下の診察が必須なので耳鼻科を受診しましょう。
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家
庭
で
で
き
る
ケ
ア

ま
ず
第
一
に
、
お
も
な
原
因
と
な
昌
一
副

墨
腔
炎
を
改
善
す
る
こ
と
で
す
。
と
く
に

幼
児
期
で
大
切
な
の
は
、
鼻
の
か
み
方
の

總
習
で
す
。
口
を
閉
じ
、
や
や
下
を
・
同
き
、

鼻
を
片
方
ず
つ
、
あ
る
程
度
の
強
さ
で
か

む
訓
練
を
し
ま
す
。
多
く
の
場
合
、
不
充

分
な
か
み
・
万
で
「
鼻
す
す
り
」
を
く
り
返

し
て
い
る
と
、
鼻
水
を
耳
に
送
り
込
む
こ

と
に
な
り
、
中
耳
炎
に
な
る
の
で
す
。
ま
た
、

鼻
汁
の
吸
引
も
有
効
で
す
。
呼
び
水
と
し

傘

１

て
鼻
洗
浄
液
を
起
き
た
姿
勢
で
点
鼻
し
て

か
ら
の
ほ
う
が
よ
く
出
ま
す
。
た
だ
し
こ

れ
ば
、
乳
児
初
期
に
鯉
向
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
消
化
器
へ
の
負
担
ば
、
副

鼻
腔
や
中
耳
の
粘
腰
へ
の
負
担
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
で
ば
、
消
化

機
能
の
発
達
に
個
人
差
が
大
き
い
も
の
。

早
す
ぎ
る
離
乳
食
は
消
化
器
へ
の
負
担
に
。

猿
乳
中
な
ら
、
お
か
あ
さ
ん
の
食
生
活
に

配
慮
が
必
要
で
す
。
具
体
的
に
は
、
和
食

中
心
に
し
、
牛
乳
、
乳
製
品
、
小
麦
製
品
、

動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
を
減
ら
す
こ
・
と

も
功
を
奏
す
る
こ
と
が
あ
り
蓑
す
。

ど
う
治
療
す
る
？

一
般
的
な
治
療
は
、
ま
ず
、
抗
ア
レ
ル

~
珂
『
酬
卜
尽
域
糾
湾
挑
舞
隙
鏡
鐵
劉
臓
倒

の
も
自
宅
蕊
養
に
役
立
ち
ま
す
．
片
方
の
一

勤
瀞
厩
韻
慰
膨
重
塞
ｕ
》
夢
ぢ
ぶ
馨
誤
暦
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鼻
か
ら
耳
に
空
気
が
送
ら
れ
ま
す
。

程
度
が
進
ん
で
い
る
場
合
は
、
鼓
膜
を

切
開
し
て
溌
出
液
を
抜
く
方
法
を
と
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
治
ら
な
い
と
き
は
「
チ
「
一

Ｉ
ビ
ン
グ
』
と
い
っ
て
や
鼓
膜
に
チ
ュ
ー

ブ
を
入
れ
る
方
法
を
と
り
ま
す
。
し
か
し
”

切
開
や
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
を
醤
こ
ま
で
踏
み

と
ど
ま
る
か
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
中
耳
の
発
達
の
視
点
か
ら
、
穂
極
的

に
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
を
進
め
る
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
切
開
・
も
チ
ュ
ｉ
ビ

ン
グ
も
リ
ス
ク
を
伴
い
、
鼓
膜
に
穴
が
あ

い
た
ま
ま
に
な
っ
た
り
、
聴
力
が
低
下
し

た
り
す
る
こ
と
も
。
医
師
、
患
者
と
も
に

根
気
強
く
取
り
組
め
ば
、
先
述
の
よ
う
な

多
犠
な
工
夫
仁
よ
り
、
こ
う
し
た
処
溌
を

避
け
ら
れ
る
例
も
多
い
も
の
で
す
。

駁
琵
四
劃
謝
獣
薗
劉
崖
師
の
指
導
下

~~~~~~~~~ギー剤や誌液溶解剤の投与です。漠

さ

誤

魏

津

と

う

方
薬
（
柴
苓
湯
）
の
有
効
性
も
広
く
知
ら

れ
て
き
・
ま
し
た
。
治
り
に
く
い
場
合
に
は
、

ま
ず
『
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
少
璽
長
期
綴
法
」

と
い
う
、
少
量
の
抗
菌
剤
を
数
ヶ
月
間
投

与
す
る
治
癒
が
行
わ
れ
ま
す
。

＊1鼻洗溌渡のつくり方･氷5”露に､食塩109､錘曹2･5gを溶かしてベツトボトルなどに保露C令蕊庫で趣1ケ月保存可)｡洗浄時に睦現鍔溌壷
鱗:辮鯖謡礁蕊蕊蕊蕊蕊麗壁蕊蕊童黛灘謹灘講雛鋼識鎚謹朧50鋤｡＊2家庭で行える邇気厩と蝉をつなぐ窪耳臆から中耳Iこ空気を送る)をする自己耳露図気悪臭ITtmWWﾊ訊眺meilleui:caip/Otovent/

※院内でご覧ください
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